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里
村
紹
巴
と
奈
良
連
歌

ー

l

『
狭
衣
物
語
』
享
受
史
研
究
の
一
助
と
し
て
｜
｜

J II 

山奇

佐

知

子

は
じ
め
に

連
歌
師
里
村
紹
巴
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九

O
）
年
、
狭
衣
注
の
晴
矢
『
狭
衣
下
紐
』
を
著
す
。
『
狭
衣
物
語
』
・
『
狭
衣
下
紐
』
の
現

存
伝
本
を
み
る
と
、
紹
巴
が
自
ら
所
有
す
る
本
の
書
写
を
し
ば
し
ば
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
の
中
に
、
奈
良

下
紐
二
冊
の
全
六
冊
）
、

の
好
士
に
伝
わ
る
一
群
が
存
す
る
。
実
践
女
子
大
学
図
書
館
常
磐
松
文
庫
蔵
で
中
臣
祐
範
の
識
語
を
備
え
る
『
さ
こ
ろ
も
』
（
物
語
四
冊
・

お
よ
び
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
押
小
路
家
旧
蔵
で
宗
具
の
識
語
の
あ
る
『
さ
こ
ろ
も
』
（
物
語
四
冊
・
下

（

1
）
 

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
識
語
を
持
つ
。

函
号
押
小
路
家
本
さ
・

3
）

紐
一
冊
の
全
五
冊

此
狭
衣
抄
二
冊
臨
江
斎
紹
巴
／
被
注
之
依
許
可
書
写
之
畢
／
天
正
廿
年
三
月
日
中
臣
祐
範

（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
常
磐
松
文
庫
蔵
『
さ
こ
ろ
も
』
第
六
冊
末
識
語
）

右
抄
法
眼
紹
巴
述
作
之
時
分
相
伝
也
是
此
物
語
／
義
理
之
濫
鮪
腐
敗
尤
可
仰
可
終
後
年
加
奥
／
書
与
嫡
子
者
也
／
慶
長
己
亥
林
鍾
中
旬
宗
具

1 



2 

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
押
小
路
家
旧
蔵
「
さ
こ
ろ
も
」
第
五
冊
末
識
語
）

祐
範
は
奈
良
春
日
社
家
（
東
地
井
家
）
、
宗
具
は
奈
良
興
福
寺
成
林
坊
僧
徒
で
、
と
も
に
『
明
翰
抄
」
・
「
顕
伝
明
名
録
』
で
は
奈
良
連
歌

（

2）
 

師
と
さ
れ
る
。
近
世
初
期
の
奈
良
に
は
興
福
寺
・
春
日
大
社
を
中
心
と
す
る
歌
壇
が
存
在
し
た
。
そ
の
一
員
で
あ
る
祐
範
と
宗
具
は
、

奈
良
連
歌
、

ひ
い
て
は
奈
良
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
活
動
の
実
態
は
未
分
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（

3
）
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
紹
巴
と
奈
良
連
歌
師
と
の
交
流
を
、
種
々
の
資
料
に
基
づ
い
て
確
認
し
た
い
。
先
学
の
す
ぐ
れ
た
考
察
に
も

照
ら
し
つ
つ
、
近
世
初
期
の
奈
良
で
展
開
さ
れ
る
文
化
的
活
動
の
一
端
を
照
射
し
、
『
狭
衣
物
語
」
享
受
史
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

紹
巴
の
出
自
と
奈
良
連
歌
の
由
来

紹
巴
は
、
大
永
四
（
一
瓦
二
四
）
年
（
大
永
五
〔
一
五
一
一
五
〕
年
と
も
）
、

一
乗
院
殿
御
小
者
頭
松
井
昌
祐
の
子
と
し
て
奈
良
に
生
ま

れ
る
。
奈
良
と
の
つ
な
が
り
の
発
端
は
、

そ
の
出
自
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
紹
巴
の
奈
良
在
住
時
の
連
歌
の
師
は
大
東
正
云
で
あ

る
。
天
文
二
十
四
（
一
五
五
五
）
年
五
月
十
四
日
『
正
一
五
古
人
一
廻
山
何
百
韻
』
（
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
『
連
歌
十
四
巻
』
〔
函
口
す
れ

（

4
）
 

5
－

U
〕
所
収
、
発
句
作
者
は
紹
巴
）
に
、
大
阪
天
満
宮
神
主
滋
岡
長
松
に
よ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
朱
注
が
残
る
。

正
云
者
南
都
大
東
／
春
日
社
家
大
東
庶
流
也

海
老
屋
ト
云
町
家
之
先
祖
ナ
ル
ヘ
シ
／
紹
巴
ヲ
連
歌
師
ニ
取
立
タ
ル
人
欺
／
此
子
孫
正
可
物
語
ニ
聞
侍
リ

京
都
に
移
っ
た
の
ち
も
、
紹
巴
は
た
び
た
び
故
郷
の
奈
良
を
訪
れ
て
い
る
。
天
文
二
十
四
（
一
五
五
五
）
年
三
月
二
十
六
日
よ
り
伺

（

5
）
 

晦
日
の
『
亡
父
二
十
回
忌
追
善
独
吟
』
は
、
父
ゆ
か
り
の
奈
良
当
尾
で
興
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
三
月
二
日
よ

（

6）
 

り
、
奈
良
・
吉
野
な
ど
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
『
二
条
宴
乗
記
』
に
詳
し
い
。
同
記
の
同
年
三
月
五
日
条
に
、



天
晴
。
千
句
今
日
ヨ
リ
有
之
由
、
竜
雲
院
に
て
有
之
。
紹
巴
母
追
善
。
〈
後
略
〉

（

7）
 

と
あ
り
、
興
福
寺
龍
雲
院
で
、
紹
巴
が
母
の
追
善
の
た
め
の
千
句
連
歌
を
興
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
二
十
（
一
五

五
日

九
二
）
年
四
月
十
二
日
条
は
、
老
境
の
紹
巴
（
当
時
六
十
九
歳
）

が
郷
愁
に
誘
わ
れ
て
故
郷
を
訪
問
し
た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
一
連
の

記
事
に

一
紹
巴
兄
死
去
付
、
来
十
五
日
弔
連
芽
、
懐
旧
、

夏
山
も
か
た
え
色
な
き
朽
木
哉
紹
巴

里村紹巴と奈良連歌

と
、
兄
の
死
を
悼
む
連
歌
の
奥
行
と
紹
巴
の
発
句
が
残
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
自
ら
が
出
生
し
た
地
ゆ
え
、
親
兄
弟
ゆ
え
、
紹
巴
は
奈

具
に
頻
繁
に
足
を
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
紹
巴
の
行
く
先
で
は
連
歌
が
催
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
集
う
。
こ
う
し
て
、
紹
巴
は
、
奈
良

の
文
化
人
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
と
想
像
す
る
。

安
永
九
（
一
七
八

O
）
年
六
月
九
日
、
南
都
の
儒
医
林
田
宗
定
の
『
奈
良
林
田
千
句
』
は
、
現
在
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
に
蔵
さ
れ

（

8）
 

る
〔
画
号
れ
6
・
1
〕
。
そ
の
第
六
百
韻
の
句
上
の
あ
と
に
、
奈
良
連
歌
の
由
来
が
記
さ
れ
る
。

此
秀
成
の
お
の
こ
取
分
う
ゐ
／
＼
し
け
れ
ど
、
宗
定
か
先
師
上
総
介
兼
兵
部
権
少
輔
秀
延
か
養
子
也
。
秀
延
よ
り
七
世
の
祖
を
左
京
亮
元
知

と
云
。
即
奈
良
速
歌
の
中
興
也
。
紹
巴
之
時
と
同
欺
。
紹
巴
も
我
里
の
生
れ
也
。
父
は
松
井
の
何
か
し
と
て
、
一
乗
院
殿
御
小
者
頭
也
。
其

家
よ
く
連
歌
せ
り
。
奈
良
連
歌
ニ
紹
巴
の
式
を
取
ま
せ
用
る
は
此
よ
し
な
り
。

連
衆
秀
成
の
養
父
は
秀
延
と
い
い
、
興
行
者
宗
定
の
師
で
も
あ
る
。
秀
延
よ
り
七
世
遡
っ
た
祖
先
は
元
知
で
、
紹
巴
と
同
時
代
の
奈
良

3 

連
歌
の
中
興
と
賞
さ
れ
る
。
ま
た
、
奈
良
は
紹
巴
の
故
郷
で
あ
る
ゆ
え
、
奈
良
連
歌
は
紹
巴
の
式
目
を
取
り
混
ぜ
用
い
る
と
す
る
。

（

9）
 

一
乗
院
尊
政
の
諸
大
夫
・
左
京
亮
。
伝
未
詳
だ
が
、
連
歌
作
品
に
多
く
名
を
と
ど
め
る
。
紹
巴
と
の
同
座
は
、

元
知
は
、
中
沼
氏
。



4 

慶
長

（
一
五
九
八
）
年
二
月
晦
日
『
初
何
百
韻
」
、
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
九
月
十
八
日
『
山
何
百
韻
』
（
後
掲
【
表
】

ナ
）
に
認

め
ら
れ
る
。
元
知
の
活
躍
は
、
紹
巴
没
後
の
慶
長
年
間
以
降
が
中
心
で
、
主
の
一
乗
院
尊
政
と
の
関
係
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
が
、

の
ち
に
中
興
と
誕
わ
れ
る
ほ
ど
の
隆
盛
の
基
盤
に
、
紹
巴
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

紹
巴
は
、
豊
臣
秀
吉
・
秀
次
の
も
と
で
著
名
な
武
将
・
文
化
人
と
交
流
し
、
連
歌
史
の
一
時
代
を
築
い
た
。
そ
の
華
麗
か
つ
波
調
万

丈
な
生
涯
の
底
流
で
、
故
郷
奈
良
と
の
縁
を
貫
い
て
い
た
。
奈
良
連
歌
は
、

紹
巴
を
指
標
と
仰
ぎ
、
中
興
の
時
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

紹
巴
と
祐
範
・
宗
具

（凶）

祐
範
に
は
、
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
年
の
春
日
社
正
頂
就
任
以
来
の
神
事
日
記
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
が
あ
る
。
現
在
、
春
日
大
社

と
内
閣
文
庫
に
、
慶
長
・
元
和
年
間
の
自
筆
本
が
蔵
さ
れ
る
。
芸
能
・
文
芸
に
造
詣
の
深
い
祐
範
の
日
記
だ
け
に
、
関
連
記
事
は
豊
富

で
、
近
世
初
期
の
興
福
寺
・
春
日
大
社
を
中
心
と
し
た
奈
良
歌
壇
の
動
向
を
探
る
う
え
で
の
好
資
料
と
い
え
よ
う
。
連
歌
の
記
録
も
多

く
、
そ
こ
に
書
き
留
め
ら
れ
る
発
句
の
ほ
と
ん
ど
は
『
連
歌
総
目
録
』
（
平
成
九
年

明
治
書
院
）
に
み
え
な
い
。

『
春
日
社
司
祐
範
記
』
慶
長
七
年
記
〔
函
号
日
・
日
〕
七
月
廿
二
日
条
は
、
慶
長
七

三
六
O
二
）
年
四
月
十
二
日
に
中
風
で
没
し

た
紹
巴
の
た
め
の
追
善
連
歌
興
行
の
記
事
で
あ
る
。
宗
具
の
も
と
で
宗
具
月
次
衆
が
催
し
、
祐
範
は
発
勾
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
廿
二
日
於
宗
具
、
紹
巴
翁
追
善
興
行
有
之
。

う
つ
も
れ
ぬ
流
す
、
し
き
苔
地
哉

紹
巴
、
去
四
月
十
二
日
逝
去
七
十
九
歳
、
従
去
年
中
風
減
気
之
処
、
俄
再
発
シ
テ
終
落
去
了
。
四
十
五
六
年
以
来
蒙
芳
言
厚
恩
不
浅
者
也
。

此
興
行
、
去
六
月
十
二
日
始
定
之
処
ニ
、
奈
良
中
検
地
之
儀
ニ
諸
人
取
就
故
、
延
引
了
。
会
席
各
馳
走
共
、
及
夜
陰
大
酒
也
。
巴
公
、
現
（日）

在

之

刷

懇

志

共

申

出

催

愁

涙

了

。

（

『

春

日

社

司

祐

範

記

』

慶

長

七

年

記

七

月

廿

二

日

条

）

彼
月
次
衆
催
之
。
発
句
事
所
望
之
問
。

不
顧
偉
旧
好
不
忘
也
。



（ロ）

右
は
、
永
島
福
太
郎
氏
の
紹
介
以
降
、
紹
巴
の
死
因
や
生
没
年
確
定
の
た
め
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
祐
範
・
宗
具
に
視

点
を
移
し
て
も
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
。
当
時
、
宗
具
は
月
次
連
歌
を
催
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
具
、

お
よ
び
そ
の
月
次
衆
は
、

奈
良
連
歌
の
指
導
者
と
し
て
の
紹
巴
か
ら
、
多
大
な
る
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
追
善
興
行
と
な
っ
た
の

ご
六

O
二
）
年
当
時
、
祐
範
は
六
十

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
祐
範
と
紹
巴
の
交
流
は
四
十
五
、
六
年
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
慶
長
七

（日）
歳
。
逆
算
す
れ
ば
、
弘
治
三
三
五
五
七
）
年
（
紹
巴
三
十
三
歳
、
祐
範
十
六
歳
）
、
ま
た
は
、
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
（
紹
巴
三
十

四
歳
、
祐
範
十
七
歳
）
よ
り
の
旧
知
と
な
る
。
か
な
り
若
い
こ
ろ
か
ら
、
祐
範
は
紹
巴
の
指
導
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

里村紹巴と奈良連歌

四

作

紹
巴
と
祐
範
・
宗
具
の
関
係
を
、
次
頁
以
降
の

｛
表
】
に
掲
げ
た
実
際
の
連
歌
資
料
に
よ
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

現
存
の
連
歌
資
料
で
の
祐
範
の
初
出
は
、

永
禄
七
（
一
五
六
四
）
年
三
月
十
五
日
の
春
日
若
宮
社
祐
根
興
行
蒔
絵
文
台
間
『
何
人
百

韻
』
（
【
表
］

ア
）
で
あ
る
。
以
来
、

天
正
十
八

（
一
五
九

O
）
年
四
月
の
独
吟
千
句
（
【
表
】
タ
）
を
除
い
て
、
永
禄
・
一
疋
亀
・
天
正
年

聞
の
す
べ
て
で
紹
巴
と
同
座
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
掲
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
慶
長
七
年
記
七
月
廿
二
日
条
の
紹
巴
と
の
交
流

は
、
こ
こ
に
反
映
す
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

宗
具
の
初
出
は
、

天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
十
二
月
一
日
『
何
人
百
韻
』
（
【
表
】

お
も
に
慶
長
年
間
に
出
座

ス
）
で
あ
る
。
以
降
、

紹
巴
の
息
玄
伺
・
玄
仲
、
昌
叱
の
息
昌
琢
な
ど
と
一
座
す
る
。
こ
の
宗
具
の
活
躍
時
期
は
、

（

M）
 

末
年
か
ら
慶
長
年
間
の
『
多
聞
院
日
記
」
に
宗
具
が
頻
出
す
る
と
し
た
木
藤
才
蔵
氏
の
指
摘
と
も
一
致
す
る
。

し
、
紹
巴
の
ほ
か
、
昌
叱
、

心ム則、

天
正

5 

（日）

宗
具
の
月
次
連
歌
の
作
品
と
し
て
は
、
慶
長
六
（
一
六

O
一
）
年
二
月
三
日
『
何
人
百
韻
」
（
【
表
】
ノ
）
が
該
当
す
る
。
『
春
日
社
司
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※
『
連
歌
総
目
録
』
（
平
成
九
年
明
治
書
院
）
に
基
づ
き
、
祐
範
・
宗
具
が
出
庫
す
る
連
歌
資
料
を
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
で
確
認
し
、
興
行
年
次
順
に
整
理
し
た
o

同
名
の
別
人

を
含
む
可
能
性
も
あ
る
が
、
時
代
が
大
幅
に
ず
れ
る
場
合
を
除
い
て
す
べ
て
を
掲
載
し
た
。
※
各
作
品
に
私
に
符
号
を
付
し
、
【
表
】
の
一
段
目
に
示
し
た
。
※
「
連
衆
」
は
、
一

巡
目
の
通
り
で
あ
る
が
、
千
句
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
紹
巴
・
祐
範
・
宗
異
は
囲
み
を
し
た
。
※
「
典
拠
・
関
連
記
事
」
に
は
、
原
本
資
料
名
、
お
よ
び
、
『
二
条
宴

乗
記
』
（
『
ビ
プ
リ
ア
』
臼

1
日・

m－
m号
掲
載
の
翻
刻
）
、
『
多
聞
院
日
記
』
（
増
補
続
史
料
大
成
本
）
、
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
（
春
日
大
社
蔵
自
筆
本
の
紙
焼
写
真
）
の
関
連

記
事
の
有
無
を
あ
わ
せ
て
記
す
o

※
興
行
年
次
不
明
分
は
末
尾
に
お
い
た
が
、
ミ
・
メ
は
紹
巴
の
点
が
加
わ
る
の
で
慶
長
七
年
以
前
、
ム
は
心
前
が
一
座
す
る
た
め
天
正
十
七
年
以

前
、
と
そ
れ
ぞ
れ
推
定
で
き
る
。

祐
範
記
』
慶
長
六
年
記
〔
函
号
日
・
刀
〕

の
二
月
三
日
条
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

一
三
日
於
宗
具
月
次
頭
役
沙
汰
之
。
紹
巴
ヨ
リ
肴
下
候
之
問
、
為
振
舞
申
催
了
。
亭
主
種
々
馳
走
共
無
是
非
義
也
。
城
戸
衆
称
肴
共
持
参
。

大
御
酒
也
。

右
は
、

紹
巴
よ
り
到
来
の
肴
を
振
る
舞
う
た
め
に
催
さ
れ
た
と
い
う
。
宗
具
月
次
へ
の
紹
巴
の
関
与
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
か
。
こ

の
ほ
か
、
現
存
連
歌
資
料
に
宗
具
月
次
の
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。

方

『
春
日
社
司
祐
範
記
』

に
は
、
宗
具
月
次
の
記
事
は
多
い
。

一
廿
五
日

一
廿
五
日

宗
具
月
次
へ
出
座
了
。

宗
具
月
次
へ
出
座
候
。
頭
人
宗
叔
大
酒
也
。

（
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
慶
長
七
年
記
正
月
廿
五
日
条
）

（
「
春
日
社
司
祐
範
記
』
慶
長
七
年
記
入
月
廿
五
日
条
）

の
よ
う
に
、
祐
範
も
出
座
す
る
。
紹
巴
の
影
響
下
に
あ
る
奈
良
連
歌
師
の
具
体
的
な
活
動
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

五

宗
具
の
出
自
に
つ
い
て

『
明
翰
抄
』
・
『
顕
伝
明
名
録
』
で
興
福
寺
成
林
坊
と
さ
れ
る
宗
且
〈
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
前
節
の
｛
表
】
お
よ
ぴ
、
『
春

日
社
司
祐
範
記
』
・
『
多
聞
院
日
記
」
に
よ
り
、
活
躍
時
期
を
絞
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
出
自
に
関
し
て
、

い
ま
わ
か
り
得
る

こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。



天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
十
月
十
二
日
『
法
文
百
韻
』
（
【
表
】
ソ
）
に
「
法
印
順
慶
御
追
善
於
当
庵
興
行
／
南
都
竹
田
順
治
ニ
テ

（日）

子
息
宗
具
発
起
也
」
と
あ
る
。
宗
具
の
出
自
を
探
る
う
え
で
貴
重
な
記
述
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
具
は
法
印
順
慶
の
子
息

（口）

と
も
南
都
竹
田
順
治
の
子
息
と
も
両
様
に
解
釈
で
き
る
。
ま
ず
は
、
法
印
順
慶
と
竹
田
順
治
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
確
認
す
る
。

奈
良
に
縁
の
深
い
順
慶
と
い
え
ば
、
興
福
寺
の
官
符
衆
徒
で
武
将
の
筒
井
順
慶
（
天
文
十
八
〔
一
五
四
九
〕
年
1
天
正
十
二
〔
一
五

（路）

八
四
〕
年
）
で
あ
る
。
永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
、
興
福
寺
成
身
院
で
出
家
得
度
し
、
陽
舜
房
順
慶
と
称
す
る
。
『
多
聞
院
日
記
』
に
も
、

里村紹巴と奈良連歌

天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
八
月
十
一
日
に
大
和
郡
山
城
中
に
没
す
る
（
享
年
三

（

mm）
 

十
六
歳
）
。
同
年
十
月
十
五
日
に
盛
大
な
葬
送
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

法
印
順
慶
の
動
向
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
順
慶
は
、

順
慶
追
善
『
法
文
百
韻
』
の
奥
行
は
、
筒
井
順
慶
葬
送
の
三
目
前
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
法
印
順
慶
が
筒
井
順
慶
を
指
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
順
慶
に
実
子
は
な
く
、
跡
目
は
養
嗣
子
定
次
が
継
承
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
宗
具
は
法
印
順
慶
の
息
で
な
く
、
南
都

竹
田
順
治
の
息
と
解
釈
で
き
よ
う
。
た
だ
、
順
治
は
、
『
連
歌
総
目
録
』
・
『
明
翰
抄
」
・
『
顕
伝
明
名
録
』
に
見
い
だ
せ
な
い
。
宗
具
の
父

は
、
南
都
竹
田
順
治
と
い
う
伝
未
詳
の
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

ひ
と
つ
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。
順
治
と
同
様
、

「
南
都
竹
田
」
を
冠
す
る
宗
治
と
い
う
人
が
い
る
。
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
八
月
十
二
日
『
何
木
百
韻
』
（
【
表
｝
テ
）
に
「
南
都
宗

治
興
行
」
、
奥
行
年
次
不
明
の
『
何
路
百
韻
』
（
【
表
】
ム
）
に
「
於
南
都
竹
田
宗
治
興
行
」
と
あ
る
。
宗
治
は
『
顕
伝
明
名
録
」
で
「
角

寺
僧
」
と
さ
れ
る
。
作
歌
活
動
は
祐
範
に
ほ
ぼ
か
さ
な
り
、
永
禄
・
元
亀
か
ら
天
正
年
聞
の
前
半
に
は
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
と
も
同
座

す
る
（
【
表
｝
ア
ほ
か
）
。
宗
具
よ
り
は
活
躍
時
期
が
早
い
う
え
、
宗
具
の
初
出
以
後
は
同
座
の
機
会
も
多
い
。
宗
治
は
、
『
二
条
宴
乗
記
』
・

11 

『
多
聞
院
日
記
』
・
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
に
も
頻
出
す
る
。
「
多
聞
院
日
記
』
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
三
月
九
日
条
に
は
、
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九
日
、
十
後
来
臨
、
宗
治
・
宗
具
同
道
也
、
及
晩
迄
遊
覧
了
、

と
あ
り
、
宗
具
と
と
も
に
登
場
す
る
。
以
上
よ
り
、
宗
治
は
、
奈
良
連
歌
師
で
、
宗
具
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
も
多
い
人
物
と
判
明

一
方
、
「
南
都
竹
田
順
治
」
と
あ
る
順
慶
追
善
『
法
文
百
韻
』
の
典
拠
は
、
広
島
大
学
福
井
文
庫
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

（初）

福
井
久
蔵
氏
に
よ
る
太
田
武
夫
氏
蔵
本
の
新
写
本
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
順
治
」
は
「
宗
治
」
の
誤
ま
り
で
は
な
い
か
。
太
田
武
夫
氏

（幻）

蔵
本
焼
失
の
現
在
、
確
認
は
で
き
な
い
が
、
誤
写
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

（

刀

）

（

お

）

な
お
、
奈
良
連
歌
師
宗
具
を
、
加
藤
清
正
に
仕
え
た
江
村
専
斎
（
詩
宗
具
）
と
同
一
人
物
と
す
る
説
が
あ
る
。
活
躍
時
期
は
ほ
ぼ
重

す
る
。

な
る
が

【
表
】
や
記
録
よ
り
た
ど
れ
る
宗
具
の
奈
良
で
の
軌
跡
を
勘
案
す
れ
ば
、
同
名
の
別
人
物
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

ーノ、

お
わ
り
に

里
村
紹
巴
と
祐
範
・
宗
具
の
関
わ
り
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
当
時
の
奈
良
は
、
洛
中
の
文
化
を
吸
収
し
て
独
自
の
も
の
と
す
る
力

を
持
ち
合
わ
せ
た
土
壌
で
あ
っ
た
。
紹
巴
は
、
連
歌
の
交
流
を
通
し
て
奈
良
連
歌
師
を
導
き
、
奈
良
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、王
（

1
 

『
狭
衣
下
紐
』
の
諸
伝
本
の
書
誌
は
、
拙
稿
「
『
狭
衣
下
紐
』
諸
本
考
」
（
『
中
古
文
学
』
第
五
十
五
号

こ
と
。

（2
）
奈
良
の
文
芸
を
総
括
的
に
紹
介
す
る
の
は
、
永
島
福
太
郎
氏
『
中
世
文
芸
の
源
流
」
（
昭
和
二
十
三
年
河
原
書
店
）
で
あ
る
。
井
上

宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
』
（
改
訂
新
版
昭
和
六
十
二
年
明
治
書
院
）
は
奈
良
に
お
け
る
歌
壇
の
存
在
を
示
唆
す

平
成
七
年
五
月
）
を
参
照
の



里村紹巴と奈良連歌

る
。
木
藤
才
蔵
氏
『
連
歌
史
論
考
』
下
（
昭
和
四
十
八
年
明
治
書
院
）
は
「
奈
良
の
連
歌
」
を
立
項
す
る
。
ま
た
、
『
俳
文
学
大
辞
典
』

（
平
成
七
年
角
川
書
店
）
は
、
奈
良
連
歌
師
の
覚
祐
・
元
知
・
祐
範
と
「
奈
良
連
歌
」
の
項
目
を
立
て
る
。

（3
）
前
掲
注
（
2
）
の
諸
論
考
、
石
川
真
弘
氏
「
興
福
寺
関
係
連
歌
年
表
（
稿
）
1
｜
紹
巴
時
代
｜
｜
」
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
十
八
号

昭
和
六
十
三
年
三
月
）
な
ど
。

（4
）
両
角
倉
一
氏
「
紹
巴
小
伝
（
改
稿
）
」
（
『
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
十
一
号
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（5
）
小
高
敏
郎
氏
『
あ
る
連
歌
師
の
生
涯
』
（
昭
和
四
十
二
年
至
文
堂
）
、
奥
田
勲
氏
「
連
歌
師
ー
ー
そ
の
行
動
と
文
学
｜
｜
』
（
評
論
社

昭
和
五
十
二
牛
）
、
前
掲
注
（
4
）
両
角
倉
一
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

（6
）
『
二
条
宴
乗
記
』
の
引
用
は
、
『
ビ
ブ
リ
ア
』
臼
号
（
昭
和
田
十
七
年
十
月
）
・
日
号
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
）
－

M
号
（
昭
和
四
十
八

年
六
月
）
・

ω号
（
昭
和
五
十
年
六
月
）
・
臼
号
（
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
の
翻
刻
に
よ
る
。

（7
）
『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
三
月
廿
七
日
条
は
、
こ
の
千
句
連
歌
に
お
け
る
発
句
を
抄
出
す
る
（
第
十
何
垣
百
韻
発

句
〔
作
者
紹
巴
〕
・
第
三
何
路
百
韻
発
句
〔
作
者
昌
叱
〕
・
第
一
何
船
百
韻
発
句
〔
作
者
喜
多
院
殿
〕
）
。

（8
）
『
奈
良
林
田
千
句
』
に
奈
良
連
歌
の
由
来
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
『
俳
文
学
大
辞
血
〈
』
（
平
成
七
年
角
川
書
店
）
の
「
奈
良
連
歌
」

項
（
島
津
忠
夫
氏
執
筆
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
に
際
し
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

（9
）
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
平
成
七
年
角
川
書
店
）
の
「
元
知
」
項
。
『
顕
伝
明
名
録
』
は
「
元
知
南
都
中
沼
左
京
」
と
す
る
。

（
叩
）
大
東
延
篤
氏
『
新
修
春
日
社
社
司
補
任
記
』
（
昭
和
四
十
七
年
春
日
宮
本
会
）
に
よ
れ
ば
、
祐
範
の
正
預
在
任
は
、
慶
長
四
（
一
五

九
九
）
年
か
ら
、
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
間
八
月
一
日
に
八
十
二
歳
で
没
す
る
ま
で
の
計
二
十
五
年
間
で
あ
る
。

（
日
）
引
用
は
、
春
日
大
社
蔵
自
筆
本
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
以
下
の
引
用
も
同
様
。

（
ロ
）
前
掲
注
（
2
）
永
島
福
太
郎
氏
著
書
に
初
出
の
の
ち
、
前
掲
注
（
2
）
木
藤
才
蔵
氏
著
書
、
お
よ
ぴ
、
奥
田
勲
氏
「
紹
巴
年
譜
稿
（
四
・

完
こ
（
『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
十
三
号
第
一
部
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
V

で
引
用
。

（
日
）
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
慶
長
七
年
記
の
原
表
紙
に
祐
範
自
筆
で
「
六
十
一
歳
」
と
あ
る
。

（H
）
前
掲
注
（
2
）
木
藤
才
蔵
氏
著
書
。

（
日
）
前
掲
注
（
3
）
石
川
真
弘
氏
論
文
も
、
両
者
を
同
じ
と
き
の
も
の
と
し
て
扱
う
。

13 



14 

（
日
）
前
掲
注
（
2
）
木
藤
才
蔵
氏
著
書
は
、
【
表
】
ソ
の
宗
具
と
『
明
翰
抄
』
の
宗
具
が
同
一
人
物
か
ど
う
か
確
定
で
き
な
い
と
す
る
が
、
根

拠
は
と
く
に
示
さ
れ
な
い
。

（
口
）
前
掲
注
（
2
）
木
藤
才
蔵
氏
著
書
は
、
南
都
竹
田
順
治
の
息
と
す
る
。
一
方
、
上
野
英
子
氏
「
紹
巴
所
持
本
狭
衣
物
語
と
『
下
紐
』
を

め
ぐ
る
考
察

l
i巻
一
を
中
心
に
！
｜
｜
」
（
『
論
叢
狭
衣
物
語
1
｜
｜
本
文
と
表
現
｜
｜
l

』
平
成
十
二
年
新
典
社
）
は
、
法
印
順
慶
の

息
と
と
る
。

（
国
）
順
慶
の
伝
は
、
永
島
福
太
郎
氏
「
筒
井
順
慶
」
（
『
大
和
士
山
』
第
六
巻
第
十
号
昭
和
十
四
年
十
月
）
、
同
氏
「
筒
井
順
慶
補
考
」
（
「
大

和
志
』
第
六
巻
第
十
一
号
昭
和
十
四
年
十
一
月
）
、
『
国
史
大
辞
典
』
（
古
川
弘
文
館
）
の
「
筒
井
順
慶
」
項
を
参
照
。

（mm
）
順
慶
葬
送
の
模
様
は
、
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
十
月
十
六
日
条
に
詳
し
い
。

（
却
）
「
福
井
文
庫
目
録
」
（
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
『
中
世
文
芸
』
五
十
号
昭
和
四
十
八
年
一
月
中
世
文
芸
叢
書
別
巻
3
）
を
参
照
。

（
幻
）
春
日
大
社
宝
物
殿
主
任
学
芸
員
一
松
村
和
歌
子
氏
よ
り
、
春
日
大
社
蔵
石
燈
龍
〔
御
・
悶
〕
の
銘
に
、
「
大
永
五
年
配
卯
月
廿
一
日
／
施

主
竹
因
坊
敬
白
」
と
あ
る
由
、
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
「
南
都
竹
田
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
し
た
い
。

（
担
）
「
江
村
専
斎
」
の
伝
は
、
『
近
世
崎
人
伝
』
に
詳
し
い
。

（
お
）
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
『
狭
衣
下
紐
』
（
神
宮
文
庫
蔵
『
狭
衣
下
紐
』
の
山
岸
徳
平
氏
新
写
本
）
に
、
山
岸
徳
平
氏
の
考

証
で
「
宗
具
江
村
氏
号
専
斎
又
伝
侍
松
庵
京
都
之
儒
人
而
医
家
也
交
幽
斎
長
時
明
子
等
能
和
歌
失
寛
文
四
歳
次
甲
辰
一
月
二
十

六
日
残
享
年
一
百
歳
也
慶
長
巳
亥
四
年
宗
具
三
十
五
歳
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
注
（
口
）
上
野
英
子
氏
論
文
は
、
奈
良
連
歌
師
で

江
村
専
斎
と
す
る
。

［
付
記
］
成
稿
に
際
し
、
春
日
大
社
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庵
を
は
じ
め
と
す
る
諸
文
庫
・
図
書
館
よ
り
、
多
大
な
る
学
恩
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
こ
と
を
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


